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医師不足にあえぐ地方自治体の皆さまへ
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PURPOSE：現在の日本の医療・福祉が抱える課題

（兆円）

出典：内閣官房・内閣府・財務省・厚生労働省

医師の過重労働 高齢化・医療費増大

私たちの役割は、「日本の未来」を守ること

少子化・不登校・自殺
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いつでも。どこでも。誰にでも。日本から未来の医療を世界に届ける。
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リーバーは100年に1度のパンデミックで世の中に広く貢献

遠隔医療相談（2018.01〜）

茨城・千葉・群馬・岡山のコロナ自宅療養者に活用

健康観察（2020.05〜）

全国1,200校、20万人が毎朝使うツールに成長

相談

回答
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◆LEBER



内閣府・茨城県との実証事業にて、子育て世代の不安軽減を実証

医療相談アプリを用いた
子育て世帯の健康不安軽減の実証事業

2017年10月11日 つくばsociety 5.0に選定

2018年8月8日 内閣府主導近未来技術等社会実装事業に選定
期間 2019年5月～2020年3月

背景 ①医師・小児科医が不足している茨城県 ②不要不急の受診が多い→ 不安解消のために受診

利用者 茨城県内の約８３０の子育て世帯に医療相談アプリ無料で提供

結果

患者側のメリット 医師側のメリット

相談して不安が減った 相談をして病院受診回避経験がある 回答作成時間削減

81.0% 76.0% 3分24秒
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2022年度 内閣府調査事業
開業医の夜間休日の相談対応をリーバーが支援し昼間の受診を促進する取組

〔つくば市子育て世帯〕

夜間や休日の
体調不良

〔遠隔医療アプリ リーバー〕

テキストチャット
相談

軽症者は
• 自宅療養
• 翌日以降の

かかりつけ医受診

中・重症は受診

期待することは・・

開業医が診療時間内に
適宜閲覧

• 予想以上に多くの患者が参加してい
る。夜間の不安が少しでも解消され、
かかりつけ医への電話相談頻度が
減るのなら望ましい

• 夜間の救急外来受診は「不安」によ
るものが大半、医師と話が出来るだけ
で落ち着く保護者が多く、不要不急
の救急外来受診抑制につながる
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2022年度内閣府調査事業の結果 子育て世帯 対象

→ 子育て世帯の安心感
→ 夜間・休日の不急の初期救急受診 適正化の可能性

医療相談内容を
かかりつけ医に情報共有

オンライン医師へのテキストチャット相談内容を
かかりつけ医に共有することへの安心感

95%がかかりつけ医への
相談内容共有に安心感

n=337 n=159

テキストチャット相談の利用によって病院に行かずに済んだことや
救急車を呼ばずに済んだことが何回ありましたか

34%が休日・夜間の救急外来
受診を控えた可能性
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一方で、こどもの受診に関して悩みも持っている

予約が取れない/取りにくい 93

待ち時間が長い/混んでいる 80

時間外の受診先 50

受診すべきかどうか 28

きょうだい連れの受診 21

小児科が少ない/遠い 13

その他（具体的な症状等） 89

（件）

n=338

こどもの受診に関する悩み事



デジタル特区「スーパーシティ」・「デジタル田園都市」の3/5と連携開始

1
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茨城県 つくば市

人口 ２５３,５５９人

面積 ２８４．１km２

特徴 つくば学園都市

医療機関 筑波大学附属病院

大阪府 大阪市

人口 ２,７６５,９０７人

面積 ２２３．0km２

特徴 日本第二の都市圏

医療機関 大阪大学附属病院
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202２年度 国家戦略特別区域諮問会議にて規制改革事項が決定

第58回 国家戦略特別区域諮問会議 配布資料
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/dai5
8/shiryou1.pdf

厚労省は方向性は賛成も、チャット相談のみではなく、オンライン診療の活用もリクエスト

2023年度 中央社会保険医療協議会(中央社会保険医療協議会総会)で審議中

第563回 2023年11月10日
https://www.mhlw.go.jp/conte
nt/12404000/001166159.pdf
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１．先端的サービスの概要

○ 株式会社リーバーによる「健康相談サービス」と「遠隔診療サービス」の提供

■健康相談サービス（2018年１月サービス提供開始）

・患者はスマホアプリから医師の健康相談を受けることができる
・健康相談は24時間365日いつでも全て医師が対応
・症状の緊急性等を医師がアドバイス
・46の診療科に対応

既

存

新
規

■オンライン診療サービス（2024年1月サービス提供開始）

・患者はスマホアプリから医師の遠隔診療を受けることができる
・診療前の事前問診や患者情報等の情報共有が可能
・遠隔診療管理画面は、電子カルテ形式で操作可能

1
6

2023年度内閣府調査事業：医療相談に加えてオンライン診療機能を追加
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市運営

ABCクリニック

MNOクリニック

JKLクリニック

DEFクリニック

GHIクリニック

医師は各クリニックに所
属し診療を行う

オンライン診療は各クリニックが実施

医師紹介および事務代行
業務はリーバー社が対応

遠隔医療のみ提供
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デジタル特区で実現した持続可能なトリアージシステム

オンライン診療（保険適応）

オンラインテキストチャット（無料）

救急外来

解決、処方箋

解決、市販薬

患者の流れ
※簡略図

診療前相談（一部有料）

解決、翌日受診 情報共有

医療費＆医師負担

大

小

中
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ABCクリニック DEFクリニック GHIクリニック

非常勤医師が各クリニックと契約を結び準夜帯にオンライン診療に対応

※リーバー社はシステム提供、医師の紹介、医療事務代行業務にてサポート

非常勤雇用契約
情報共有

港区デジタルクリニック（オンライン専門）

※イメージ

一般的なオンライン診療 つくば市発 内閣府調査事業のオンライン診療

ABCクリニック DEFクリニック GHIクリニック

連携なし

• 昼間は開業医、準夜は開業医が雇う非常勤医師がオンライン診療
• 開業医が準夜の患者情報を昼間に把握できるシステム

開業医に負担をかけ過ぎることなく、かかりつけ医機能を促進
対面診療を要する場合には昼間の受診にスムーズに連携可能

開業医の先生方のクリニックを活用した、地域完結の仕組み

• 昼間に若手医師がオンライン診療のみを実施
• SNS大手などがプラットフォーマーとして運営

開業医が一番心配している形態でありコンフリクトが生まれ易い
コンビニ受診が減るどころか、むしろ増える方向に向かいやすい
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子育て世帯など住民の
不安軽減

かかりつけ医機能の強化

医療費＆医療資源の温存

・メンタルヘルス領域の相談も可能

・テキストチャットやビデオ診療が可

・普段診ている開業医と情報連携

・診療報酬は開業医に入るため医師会の反対なし

・テキストチャット相談により医師負担小

・SIB等の成果連動型により、医療費適正化

1

2

自治体運営

ABCクリニック

MNOクリニック

JKLクリニック

DEFクリニック

GHIクリニック

医師は各クリニックに所
属し診療を行う

オンライン診療は各クリニックが実施

医師紹介および事務代行
業務はリーバー社が対応

遠隔医療のみ提供
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2022年内閣府調査事業：教育機関における「こころの健康観察」

2020

とても悪い 悪い いつも通り 良い とても良い

現在の気分に合うものを選択してください

必要に応じてコメントを入力してください。

子どもの気分や行動特性に関する13‐25問

● 個別・集団結果表示
● 適応障害などの早期発見
● 不登校の背景予測、等



からだの健康観察データ/こころの健康観察の活用状況

（Ver.1）

Ver.２

Ver.3 感染予測/不登校予測Next

出欠席情報共有ツールへ用途変更 こころの健康観察で教員を支援

Ver.1 竹園西小学校で有効活用（実証を経て無料提供中）

2023/10/17 教育新聞 掲載記事より抜粋
⾸相指⽰で「心の健康観察」前倒し 子どものメンタルヘルスをみる

Ver.2 COCOLOプラン対応Next

令和5年7月10日児童生徒の自殺予防に係る取組について
（文部科学省 通知）
「1人1台端末等の活用による体調の変化の早期発見や適切
な支援につなげるためのシステム」としてリーバーが掲載される
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さらに福島大学からは不登校予測アラートも可能との報告



今後の展望：こどものメンタル不調に、デジタル＆AIを活用した遠隔医療

こころ＆身体の健康観察

テキストチャット（一般医対応）

ビデオ通話型（専門医対応）

自治体や学校が提供するトリアージ

保護者や本人負担の個別医療

各
種
感
染
症
の
流
行
予
測

不
登
校
や
う
つ
の
危
険
予
測

生
成
A

I

活
用
診
療
支
援
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